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修
繕
工
事
経
過
の
ご
報
告 

御
鎮
座
千
九
百
年
を
控
え
て
の
、
熱
日
髙
彦
神
社
社

殿
並
び
に
境
内
修
繕
事
業
は
、
皆
様
の
ご
協
賛
を
得
、

お
か
げ
さ
ま
で
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。 

春
祭
終
了
後
よ
り
用
材
の
製
材
に
か
か
り
、
連
休
明

け
か
ら
幣
殿
の
解
体
、
本
殿
の
曳
き
工
、
社
殿
周
り
の

排
水
工
、
広
庭
の
漉
き
取
り
工
、
参
道
拡
張
と
、
梅
雨

の
あ
い
間
を
ぬ
っ
て
工
事
は
進
ん
で
お
り
ま
す
（
２ 

 

ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
間
、
既
存
施
設
の
修
繕
で
あ
る
が
ゆ
え

不
具
合
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
神
社
関
係
者
と
業
者

で
工
程
会
議
を
重
ね
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
よ
り
良
き

ほ
う
へ
進
め
て
い
る
こ
と
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

た
だ
、
特
に
社
殿
に
つ
い
て
は
、
本
殿
が
三
百
年
以

上
、
拝
殿
で
百
五
十
年
ほ
ど
経
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

予
想
以
上
に
傷
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
子

孫
に
負
担
を
か
け
ぬ
よ
う
今
な
す
べ
き
こ
と
を
す
る
と

い
う
当
初
か
ら
の
方
針
で
す
の
で
、
何
と
か
で
き
る
限

り
を
尽
く
し
た
い
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。 

見
込
み
以
上
に
経
費
も
か
か
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
徐
々
に
氏
子
以
外
の
崇
敬
者
か
ら
も
ご
協
賛
を
い

た
だ
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
働
き
か
け
を

広
げ
て
行
く
考
え
で
お
り
ま
す
が
、
氏
子
の
皆
様
か
ら

も
親
族
、
お
知
り
合
い
な
ど
に
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

十
一
月
に
は
予
定
通
り
、
修
繕
成
っ
た
御
社
殿
へ
御

神
体
を
お
遷
し
す
る
正
遷
座
祭
を
斎
行
致
し
た
く
存
じ

ま
す
。
今
後
と
も
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

第５８号          さ  く  ら  ゐ  川         平成１８年７月１５日 （１） 

４月２９日夕刻。修繕工事着手に先立ち、仮遷座祭が厳粛に斎行されました。 
本殿での祭典ののち、御神体をお遷しする遷御の儀が、すっかり明るさの消えた

浄暗のなか、神職、総代、工事関係者らの奉仕で、古式にのっとり行われました。 
社殿修繕工事のおわる１１月まで、大神様には社務所神殿にお鎮まりいただき、

氏子崇敬者、そして工事の様子をお見守りいただきます。（写真 笹木文夫氏） 



４
／
14 

境
内
林
を
製
材
（
名
取
） 

５
／
28 

本
殿
仮
曳
き
工
事 

６
／
５ 

本
殿
基
礎
・
柄
石
設
置 

６
／
８ 
本
殿
曳
き
工
事 

６
／
23 

本
殿
基
礎
周
り
御
影
石
設
置 

６
／
24 

拝
殿
周
り
排
水
溝
埋
設 

６
／
22 

参
道
拡
張
・
斜
面
整
地 

７
／
11 

拝
殿
本
柱
修
繕
工
事 

事業だより     修 繕 工 事 写 真 日 誌 
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祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭 

豊豊
作作
祈祈
っっ
てて
夏夏
祭祭  

夏
季
例
祭
は
社
務
所
を
中
心
に 

に
ち
じ 

平
成
18
年
８
月
５
日
（土
）午
後 

と
こ
ろ 

社
務
所
・島
石
公
園 

午
後 

と
う
ろ
う
飾
り 

 
 

５
時 

と
う
ろ
う
点
灯 

６
時 

祭
典
（
社
務
所
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
時 

神
賑
行
事
（公
園
） 

 

い
ま
神
様
は
社
務
所
神
殿
に
お
鎮
ま
り
で
す
。 

ま
た
、
工
事
の
た
め
お
宮
の
広
場
が
使
え
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
今
回
の
夏
祭
は
い
つ
も
と
は
異
な
っ
た
場
所

で
行
い
ま
す
。
内
容
も
少
し
変
わ
る
予
定
で
す
。 

で
も
、
振
る
舞
い
は
例
年
の
通
り
お
願
い
し
ま
す
し
、

花
火
も
打
ち
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
土
曜
日
。
ご
家
族
で
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

（花
火
奉
納 

３
０
０
０
円
に
て
募
集
中
） 

祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭
祭 

○社 

□頭 

○あ 

□れ 

○こ 

□れ 

工
夫
を
重
ね
て
伝
統
を
伝
え
よ
う 

春
季
例
大
祭
無
事
斎
行 

遅
い
春
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
、
春
祭
が
盛
大
に
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
神
輿
渡
御
は
雪
が
舞
う
中
で
の
ス
タ

ー
ト
で
し
た
が
、
寒
さ
が
幸
い
し
て
か
元
気
に
担
ぎ
通

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
日
開
催
で
人
手
不
足
が
心

配
さ
れ
る
中
、
子
供
神
輿
を
経
験
し
た
若
者
が
多
数
参

加
し
て
く
れ
て
、
ま
っ
た
く
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。

神
社
と
し
て
も
担
ぎ
手
の
負
担
を
軽
く
し
よ
う
と
、
移

動
バ
ス
の
利
用
や
休
憩
時
間
の
確
保
な
ど
で
き
る
限
り

の
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
初
め
て
「
富
く
じ
」
を
行
っ

た
の
も
、
お
引
っ
込
み
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
多
く
の

人
に
励
ま
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
し
た
。
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、
努
力
の
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

〈
花
火
奉
納
者
ご
芳
名 

敬
称
略
〉
各
区
総
代
、
齋
藤
昭

夫
、
大
和
精
機
、
大
森
会
、
渡
辺
郷
司
、
富
田
正
、
門
馬

強
、
齋
藤
仁
、
門
馬
忠
男
、
二
区
子
ど
も
会
、
佐
善
工
務

店
、
佐
藤
勝
征
、
鹿
又
弥
一
郎
、
桑
島
勇
治
、
齋
藤
敏
雄 

 

犯
罪
を
絶
対
お
こ
さ
せ
な
い
ぞ
！ 

枝
野
地
区
子
供
見
守
り
隊
結
成 

子
供
た
ち
を
狙
っ
た
事
件
が
連
日
報
道
さ
れ
る
中
、

子
供
会
育
成
会
等
が
世
話
役
と
な
り
、
七
月
二
十
日
、

枝
野
小
学
校
学
区
内
で
「
子
供
見
守
り
隊
」
が
発
足
し

ま
す
。
当
地
区
で
事
件
が
発
生
す
る
こ
と
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
地
域
住
民
力
を
合
わ
せ
登
・
下
校
時
の
子
供

た
ち
を
見
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
数
年
前

か
ら
事
業
所
や
道
筋
の
民
家
が
「
子
供
１
１
０
番
の
家
」

の
看
板
を
掲
げ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
自
動
車
に
「
パ
ト

ロ
ー
ル
中
」
の
プ
レ
ー
ト
を
掲
示
し
巡
回
し
て
い
ま
す
。

子
供
は
地
域
の
宝
。
皆
で
協
力
し
、
犯
罪
を
防
ぎ
、
子

供
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

第５８号          さ  く  ら  ゐ  川         平成１８年７月１５日 （３） 



『
角
田
市
の
自
然
』
〈
植
物
編
〉
（
市
教
育
委
員
会
）
よ
り 

お
日
髙
さ
ん
の
自
然
⑱ 

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
（
屁
糞
葛
）
ア
カ
ネ
科 

野
山
や
道
端
に
多
い
ア
カ
ネ
科
の
多
年
草
で
、
柔
ら

か
な
毛
の
生
え
た
茎
で
や
ぶ
や
垣
根
に
巻
き
つ
く
。
愛

ら
し
い
花
な
の
に
「
屁
糞
葛
」
と
は
余
り
に
も
か
わ
い

そ
う
な
の
で
、
最
近
は
、
花
の
中
心
の
赤
を
お
灸
の
火

と
見
立
て
て
ヤ
イ
ト
バ
ナ
（
灸
花
）
と
い
う
名
で
呼
ぶ

の
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
又
、
花
の
形
を
若
い
娘
の
早

乙
女
笠
に
見
立
て
て
サ
オ
ト
メ
バ
ナ
（
早
乙
女
花
）
と

優
雅
な
名
で
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。 

ふ
つ
う
多
年
草
と
さ
れ
る
が
、
つ
る
の
一
部
は
木
質

化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
強
く
し
な
や
か
な
の
で
昔
は
柴

を
束
ね
る
の
に
利
用
さ
れ
た
。
又
、
実
の
絞
り
汁
は
ひ

び
や
あ
か
ぎ
れ
の
民
間
薬
に
も
さ
れ
た
と
い
う
。 

花
期
は
八
〜
九
月
。
花
筒
の
中
に
は
細
い
毛
が
密
集

し
て
お
り
、
花
は
確
実
に
花
粉
を
運
ん
で
く
れ
る
ハ
チ

だ
け
に
報
酬
の
蜜
を
支
払
う
。
花
粉
や
雌
し
べ
に
触
れ

ず
に
蜜
を
「
盗
む
」
ア
リ
に
対
し
て
は
毛
の
バ
リ
ケ
ー

ド
で
進
入
を
防
ぐ
。
秋
に
は
つ
ぶ
ら
な
金
色
の
実
が
熟

す
が
、
鳥
た
ち
に
は
あ
ま
り
人
気
（
鳥
気
？
）
が
な
い

よ
う
で
冬
ま
で
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
人

は
リ
ー
ス
な
ど
の
飾
り
に
と
失
敬
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
花
や
茎
葉
を
指
先
で
も
ん
だ
と
き

の
あ
の
悪
臭
！
元
凶
は
メ
ル
カ
プ
タ
ン
と
い
う
揮
発
性

の
ガ
ス
と
い
わ
れ
て
い
る
。
細
胞
が
傷
つ
く
と
細
胞
中

の
ペ
デ
ロ
シ
ド
と
い
う
硫
黄
化
合
物
が
分
解
し
て
メ
ル

カ
プ
ト
ン
を
生
じ
、
独
特
の
臭
い
を
出
す
の
で
あ
る
。

こ
の
ペ
デ
ロ
シ
ド
と
い
う
成
分
は
昆
虫
が
嫌
う
成
分

（
忌
避
物
質
）
と
し
て
機
能
す
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の

昆
虫
は
ヘ
ク
ソ
ガ
ズ
ラ
に
は
近
づ
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

自
然
界
は
不
思
議
で
あ
る
。
こ
の
い
や
な
物
質
を
巧
み

に
利
用
し
て
、
外
敵
か
ら
身
を
守
っ
て
い
る
し
た
た
か

な
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
い
る
。
そ
の
名
は
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
ヒ

ゲ
ナ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
。
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
の
汁
を
吸
い
、

ヘ
デ
ロ
シ
ド
を
体
内
に
蓄
積
し
、
天
敵
の
テ
ン
ト
ウ
ム

シ
か
ら
襲
わ
れ
る
の
を
防
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
植
物

の
防
衛
物
質
を
ち
ゃ
っ
か
り
自
分
の
防
衛
に
利
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 

（
文
／
小
島
和
夫
氏
） 

 ☆
☆
☆
☆ 

ご
奉
納
・ご
奉
仕 

☆
☆
☆
☆ 

◎
米
、
野
菜
、
果
実
な
ど
奉
納 

各
区 

神
社
総
代
各
位
（
春
季
例
大
祭
） 

一
区 

齋
藤
實
、
佐
藤
雅
邦
、
只
野
吉
次
、
赤
坂
敏
栄
、 

黒
須
嘉
次
男
、
木
幡
市
郎
、
佐
藤
幸
男
、
畑
栄
一
、 

佐
藤
俊
一
、
只
野
り
つ
子
、
赤
坂
武
雄
、
只
野
亨
、 

二
区 

齋
藤
仁
、
戸
村
賢
治
、
只
野
政
義
、
佐
藤
力
男 

三
区 

佐
藤
善
一
、
三
品
久
志 

四
区 

佐
藤
敏
、
佐
藤
正
雄
、
す
し
和
（
料
理
） 

小
形
一
夫
（
樽
酒
） 

横
倉 

柄
目
克
子
、
大
張 

菅
沼
昭
男 

◎
境
内
整
備
な
ど
奉
仕 

各
区 

神
社
総
代
各
位
（
事
業
に
伴
う
境
内
整
備
な
ど
） 

一
区 

齋
藤
公
一
（
境
内
整
備
）
山
家
隆
（
神
木
養
生
） 

 
 
 

齋
藤
勝
二
（
水
道
設
備
） 

二
区 

渡
辺
郷
司
、
齋
藤
仁
（
境
内
整
備
）
、
門
馬
強 

三
区 

佐
藤
善
通
（
神
輿
木
札
・
神
輿
ト
ラ
ッ
ク
） 

 

佐
藤
善
一
、
佐
藤
勝
征
（
境
内
整
備
） 

 
 
 

枝
野 

畑
中
工
務
店
（
移
動
バ
ス
）
以
上
敬
称
略 

 

社 

頭 

暦 

七
月 

一
日 

月
次
祭 

 
 
 

一
七
日 

海
の
日 

八
月 

一
日 

月
次
祭 

 
 

五
日 

神
社
例
祭 

 
 
 

七
日 

七
夕
祭
り 

 
 

一
三
〜
一
六
日 

祖
霊
祭 

お
盆 

 
 

一
五
日 

忠
魂
碑
慰
霊
祭
（
午
前
９
時
） 

九
月 

一
日 

月
次
祭 

一
八
日 

敬
老
の
日 

 
 

二
三
日 

秋
季
皇
霊
祭 

秋
分
の
日 

 

編
集
後
記 

工
事
終
了
ま
で
雨
が
降
り
ま
せ
ん
よ
う
に
！ 
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